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＜卒業論文紹介》

美深町の転作対応における

　　　肉牛経営への転換と定着への課題

斎　藤　仁　蔵

1．課題と対象の周辺

2．農家の対応と展開

α1経営の全体的うごき

（2｝　土地利欲について

（3）怪態変化におけるグルーピング

3．現在の問題と今後の展望

1．課題と対象の周辺

　昭昭59年版、北海道農業基本調査結果報告書によると、稲作の北限地帯である美

深町の耕地面積は4442．68融で、うち稲をつくった田が315．2擁である。転作以前は稲

をつくった田が1000磁以上あったことを考えれば、稲作から他作物への転換を強く

迫られてきたといえる。畑作物の収量も北海道平均に一歩及ばないし、畑作でペイ

する規模もない農家が大半を占めている。そこで彼らは町内の酪農家から出るホル

牡懐に着目し、育成。肥育することで転作飼料畑の活嗣と同時に転作への経営的対

応をとることとした。今回の課題は、この対応を定着しつつある転作事例の1つ走

して位置づけ、現在までの展開を明らかにし、今後の方針を考えてみたい。なお、

対象として10戸の農家を調査した。

　町内には農協経営の哺育センター（S48設立、　S54増設）があり、肥育用素牛の

安定供給に努めているほか、ホクレン系統による飼料の販売、肉牛の買付け、資金

援助があるなど系統組織の基盤は整備されてきている。～方では飼料販売、肉牛買

付けなどにも商社などが介入し、肉牛に関する流通は複雑な情況下にある。また美

深は林業が盛んであることからパーク事業によって副産物の樹皮の加工場を設置し、

肉牛用の敷料として町内に供給する体制もできている。
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2．農家の対応と展開

　　（1）経営の全体的うごき

　ここでは、水稲面積、畑作面積（転作畑を含む）、肉牛頭数、兼業の有無という

4つの要素を中心に考えてみる。典型的展開の様子を4つの農家②⑥⑨⑩で挙げて

ある（図1参照）。

　ω4つの要素は密接な関係をもって展開するが耕地面積と作付に制約される。農

家の安定的所得を支えていた稲作が転作によって根定から崩れるわけであり、それ

らを補う要素は転作が開始してからの耕地面積に大きく左右される。

　ω稲÷畑＋牛÷兼業というパターンがない。労働力の面にも制約されるだろうが、

展開の方向にある程度の選択が残されていたと考えられる。

　㈱全糊して10融＋肉牛という型態がとれると②のように兼業に出ていかないが、

それ以外は兼業に出ている。しかし．兼業をやめるきっかけとなったのはいずれも

肉牛頭数の拡大である。つ重り畑作農家として存立するには広大な耕地が必要であ

ることを明示している（畑作の中堅地帯である十勝、網走地方では平均が10磁以上ゐ

　　（2｝　土地利用について

　土地条件としては石礫と粘土が爲につくが．これは以前水田であったからで、両

石、暗渠を作ることで対応しているものの．畑作用耕地としては悪条件だ。農家の

声では畑作に悪した水田は早期から転作畑にしたそうだ。稲の収量をみても収量の

悪い土地が畑にされ、良い土地が残るわけではない・。⑩の1羅αの水田のように表土

が浅く畑作不適の土地が残ったともいえる。他の2磁αの土地は良好な土地で早くか

ら転作畑となっている。

　草地利用という視点からいえることは．1回しか刈れない農家の土地条件として

粘土質であることが目につく。特に⑦⑧は土地が狭い上に多頭化して逼り、機械利

用、粗飼料確保の点からも草地利用改善が必要かもしれない。また、①③にはゲン

トコーンがはいって診り、畑の連作障害防止．粗飼料確保．肉牛の健康管理という

面から畑作の中に導入されてきているのは澄もしろい。

　（3）型態変化に器けるグルーピング

（D耕地拡大・畑作肉集複合型

②と比較的同様の展開をなしたものに①③④がある。耕地を借入、購入し、耕地の
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拡大をはかり、安定した草地基盤のなかに肉牛が導入されて贈り、S50年以前には

肉牛が導入されるなど、比較的進んだ取塾組みである。①②は畑作をいかして進ん

だ複合経営で、収量が良いのは堆肥による土づくりが進んでいるものといえる。③

④は広大な草地を背景に畑作省力化傾向で多頭化に進んでいる。肥育の場合は、動

物資産という畠 _では1年に1回しか資金が圃転しないのに、金利が高く利益の半分

は金利にもっていかれるとのことだが、⑦②は畑作という基盤の中に、④は多頭化

によりその金利負担に耐える能力がありそうだ。

（ii）肉牛専F弓施設型

　⑤⑥⑦⑧は全面的に牧草を作付し、小面積で牛の多頭化をなしている。いずれも

育成である。駈作の開始された時点で兼業に依存し、耕地の拡大ができなかった点

が（ilとの岐路であったといえる。

　（iii）畑作肉牛複合型

　⑨は他と比べ肉牛も畑作もともに中規模であって、（Dと（lllの中聞的存在として今

後の展開が注邑されるタイプである◎その意味も含んで、S55から5．0梅の借地をし

ていることが、ξ1｝から一歩抜け出た展開に導いている。

　lvl稲作残存複合型

　10戸の中で⑩は現在もな診稲作が残存している唯一の農家で、他と比べ畑作も肉

牛も小規模であるが、1，8καの稲作が経営を大きく支えていると考えられる。

　最後に、展開の節目に大きな力を与えていると考えられる要因をまとめてみた。

多少重複する点もあるが、展開の方向と経営の型態を左右するものとして理論づけ

たい。

　　D　堆肥による土づくりの考え

　　2）米にかわって収益をあげるもの

　　3）土地藤積と土地利用

　　の　地理的条件（天候・土質など）

3．現在の問題と今後の展望

　このような多様な展開は肉牛の管理など、技術的側面をも規制するようだ。例え

ば、ω㈲は草地が牛頭数に比べて小さい（ない）ので、濃厚飼料多給型の飼育にな

っている。逆に①②③などは牧草の他にゲントコーン、ビートパルプなど、他の農

家より進んだ考えをもって飼料給与を行っている。個々の農家は各自さまざまにそ
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の型態にあった給餌体系を考えているが、それは視点を変えれば、標準的な個体管

理技術の確立・普及が遅れているともいえる。

　流通に関しても肉牛の導入先、販売先がさまざまであるが、転作定着の成功の事

例の多くは地域ぐるみの生産と出荷で対応していることからすれば、美深町の肉牛

生産は流通が不安定な状態にあるといえよう。流通量の確保と価格の安定化が経営

安定につながると考えられる。

　大半の農家は経営規模も拡大し、そろそろ安定維持の段階にはいったと考えられ

るが、肉牛生産組合集団（国から助成を受けている）などの機能を利用し、技術の

標準化によって生産を向上し、安定生産を図る時機が到来したといえないか。また、

肉牛から出る堆肥の利用、転作飼料畑の活用を含めて集落の連帯を強めることが考

えられるなど、残された課題は多い。

一170一



画一1　転作開始からS59までの農家の展胴の様子
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　　多……多種の牛（短角、ホル雄、メス膏成など）
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表一1　調査農家の概要（S59）

① ② ③ ④

経　営　耕　地　面　積

@　　　（S4の
､　ち　借　地　（初

26．90

i16，60）

浮T5

19．87

i5．50）

Q．93

36．40

i16．40）

P5．00

20．80

i7．60）

P3．20

作付
水　　　　　　　稲

ｨ　　　作　　　物
q　　　　草　（花α）

21．80ω

T．10

12．34

V．53

10．60（2｝

Q8．50

330懸
P7．00（41

土　　　地　　　条　　件

y　　　地　　　改　　　良

石　多　　い

r56暗きょ

[耕、血石

本地5．5融

ﾌみ粘土
r45、排石
ﾃ　　き　　よ

石　多　い

r45暗きょ

r55排　石

石　多　い

i畑一良）

水　　　　　　　細

蛛@　　　　　　天

ｷ　　　　　　　　：豆

r　　　　一　　　　ト
ｬ　麦億そ　　　の　　　他面　　　　　　　草（刈り取り圃数）

　7俵
@4俵
@5．5　t

p・・磁

ﾍ韓ちや三．8重

R3GO醇

　7俵
@3俵
@3．5俵

@55俵
p・・俵’

Q400胸

　6．5俵

@2俵
@2俵
p・・俵

Qント｝「ン欲

P800醇

　6俵

Q．5俵

T．5　t

R000K：望

P（たまに2）

肉牛

常蒔確保頭数
o　　荷　　頭　　数

ｱ　　　入　　　先

o　　　荷　　　先

肥100頭

@85頭
M育センター

zク　レ　ン

肥　　60頭

@58頭
z匁ン。生産連

zクレX商人

育400頭

@700頭
ﾆ　畜　商
zクレン、商社

肥180頭

@144頭
M育センター

z　ク　レ　ン

飼料確保

韓｛鳥家讐デ　ン　ト　コ　一　ソビートパルプ等濃　厚　飼　料　等

23　t

W　t

R50　重

26　宅

Q9　t

奄R6　t

80t（3）

Q50　亀

R60　t

100　毛

P6　t

U40　t

（1）うちゲントコーン少々

（2）うちゲントコーン3．0磁

（3）他に売却40t

（4）他に町営牧場の草地利用
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⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

9．00 5．58 5．36 6．00 12．55 7．60

（9．00） （6．08） （4β6） （4．10） （7．55） （4．40）

2．00 α60 0．70 1．90 6．40 3．20

L80

3．00 6．15 5．80
　｝（5）6．00

5．58 4．96襲 5．80※ 6．40

粘　　　　土 砂っぽい 排　水　悪 粘　　　　土 良 稲→表土が浅

石　多　い 粘土、　石 い

S53暗きょ S57暗きょ S48暗きょ S58暗きょ 暗きょを少し

S58暗きょ 石灰深耕 ずつ

6．5俵 6．5俵 6．5俵 6．5俵 6俵 6俵（6）

5俵 3．5俵

3俵 3俵 3俵 3俵 3．5俵

5　t 5　t 4．8・重 5　t

3．5俵 2俵 2．5俵 2俵 2．5俵

5俵 5．5俵 6俵 5．5俵

3000Kg 6500魯 3000K：撃 3000鞠 3000魯
i 3 1 1 1

育　300頭 育　150頭 育　25◎頭 育　270頭 育　160頭 育　　婆。頭

378頭 230頭 392頭 430頭 210頭 68頭
家　畜　　商 市場、農家 翼：　　　協 家　畜　商 家　畜　商 農　　　　協

ホ　ク　レ　ン ホクレン、畜連 ホ　ク　レ　ン ホ　ク　レ　ン ホクレン、商社 ホ　ク　レ　ン

48　圭 29　t 38　t 50　t 30　t （稲わら少々）

4．5　t

6　t

（LOt／頭） 192　重 350　重 （0．9t／頭） 210　t 46　t

（5）S60全面牧草

（6）転作調始当時の実績（現在＆5俵）

難不足分は施設周地
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